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2月定例会では、意見書4件
と決議1件を可決しました（審
議結果は4面参照）。
意見書については、内閣総理

大臣など、関係機関に提出しま
した。

国から地方への税源移譲を
求める意見書

真に地方分権を推進し、活力に

満ちた地域社会を形成することは

我が国の再生を図るうえで重要な

課題である。国と地方は協力・対

等の関係となったが、地方財政構

造は相変わらず国からの財源に大

きく依存し、地方公共団体の自主

性を損なっている。国は、一刻も

早く税源移譲を含めた国と地方と

の税源配分を根本から見直し、地

方の自主財源の強化・充実を図る

ため、次の事項を実施すること。

１ 税源移譲等の改革の道筋を明

らかにする工程を含む改革案を

早急に取りまとめること。

２ 地方分権改革推進会議の議論

だけでなく、地方公共団体の要

望を十分に聞くこと。

環境教育・学習推進法（仮称）
の早期制定を求める意見書
今日、持続可能な社会を構築す

ることが、全人類共通の課題であ

り、国民の暮らしそのものを環境

保全型に根本的に見直す必要があ

る。

そのためには、学校教育のほか、

家庭、地域社会、経済活動など、あ

らゆる分野を視野に入れた、総合

的な環境教育・学習を通じて、地

球環境と共生した人間の生き方や

社会構造の在り方を学び、持続可

能な社会の実現に向けて積極的に

行動する人材を育てることが不可

欠である。

国は、環境教育・学習と実践に

ついての総合的かつ体系的な取組

を推進するため、「環境教育・学習

推進法（仮称）」の制定を早急に図

るべきである。

被用者保険医療費3割自己負担
の実施凍結を求める意見書
今年４月から給与所得者の医療

費自己負担が２割から３割へ引き

上げられる。しかし、長引く不況下

での医療費の負担増は、一層消費

を冷え込ませると同時に勤労者の

活力も低下し、ますます景気を低下

させるという悪循環を引き起こしか

ねない。他方、医療制度改革は、

既に実施されている高齢者の医療

費１割自己負担や今年４月から実

施される保険料の総報酬制などに

よっても医療保険財政に一定の改

善が試算として見込まれる。

国は、給与所得者の医療機関窓

口での医療費３割自己負担につい

ては、再度慎重に審議を継続する

こととして、実施については凍結す

るよう要望する。

「18歳選挙権」の早期実現を
求める意見書

我が国の教育水準の高さなどを

勘案すれば、18歳以上20歳未満の

大多数の若者は、国や地方公共団

体の政治の在り方を判断するのに

必要な知識や常識を備え、選挙権

を行使するのにふさわしい判断能

力を備えているといってよい。少子

高齢社会の到来にあって、将来の

負担を余儀なくされる若者に選挙

権を付与し、政策決定の過程に若

者の意見を反映させるべきであ

る。今こそ、青年の政治参加の機

会を拡大し、議会制民主主義の活

性化を図るべきである。

国は、民法や少年法との整合性

も考慮しつつ、「18歳選挙権」につ

いて早急に検討し、実現すべきで

ある。

イラク問題の平和的解決を
求める決議

イラクの大量破壊兵器の保有問

題は、全世界の平和と安定を破壊

しかねない脅威である。昨年11月

８日、国連安全保障理事会では全

会一致でイラクに対する大量破壊

兵器の査察受入れと廃棄などを求

める決議が採択され、査察が行わ

れた。しかし、大量破壊兵器問題

の解決には至らず、査察団は査察

の継続を求め、国連安全保障理事

会がそれを確認した。査察の継続

こそ、国際的平和解決への道であ

る。

イラクへの攻撃が行われれば、

多くの一般市民が犠牲となり、加え

て中東全体や世界各国へ紛争が拡

大することが懸念される。

イラク問題は、国連を中心に平

和的に解決すべきである。

市
財
政
非
常
事
態
の
下
で
は
、

地
方
債
を
も
っ
と
う
ま
く
活
用

し
、
市
役
所
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持

す
る
工
夫
が
必
要
だ
。
京
都
市
債
を
、

資
金
調
達
の
目
的
や
利
率
を
明
確
に
し
、

新
し
い
名
称
で
発
行
す
れ
ば
、
市
民
の

関
心
も
高
ま
る
。
購
入
者
に
対
し
、
よ

り
情
報
を
公
開
す
れ
ば
、
市
民
の
市
政

参
加
で
夢
も
一
層
ふ
く
ら
む
。
見
解
は
。

資
金
の
使
い
道
を
あ
ら
か
じ
め

明
ら
か
に
し
て
、
い
わ
ゆ
る
住

民
参
加
型
の
ミ
ニ
公
募
債
を
新
た
な
市

債
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
は
、
資
金
調

達
手
段
の
多
様
化
は
も
と
よ
り
、
市
民

の
市
政
へ
の
参
加
意
識
を
高
め
る
た
め

に
も
、
有
意
義
と
考
え
る
。
こ
の
ミ
ニ

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
要
す

る
費
用
の
負
担
割
合
は
、
法
令

で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
の
改
定
は

こ
れ
に
基
づ
き
行
う
も
の
で
あ
る
。
保

険
料
の
軽
減
の
た
め
、
制
度
の
枠
外
で

一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
を
行
う
こ
と

は
、
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
も
の
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
低
所
得
者
対
策

と
し
て
の
市
独
自
の
保
険
料
減
額
制
度

に
つ
い
て
は
、
4
月
以
降
適
用
基
準
を

大
幅
に
緩
和
す
る
。

介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ

た
が
、
こ
れ
か
ら
の
長
寿
社

会
で
目
指
す
べ
き
こ
と
は
、
可
能
な

限
り
要
介
護
の
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
だ
。
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
や
介
護
予
防
を
実
践
に
移
す

た
め
に
、
小
学
校
跡
地
を
利
用
し
た

高
齢
者
の
た
め
の
健
康
増
進
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
医
療
機

関
に
よ
る
健
診
事
業
や
健
康
づ
く
り

教
室
の
ほ
か
、
温
泉
施
設
な
ど
を
併

置
す
れ
ば
よ
り
効
率
的
だ
。

健
康
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
し

て
5
年
に
開
設
し
た
京
都
市
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
と
他
の
民
間
施
設
と

の
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
提
案
の
理
念

を
生
か
し
た
事
業
展
開
が
可
能
だ
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
市
民
が
必
要
と
す

る
情
報
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

大
学
や
専
門
医
療
機
関
が
充
実
し
て
い

る
本
市
の
特
徴
を
十
分
に
活
用
し
た
取

組
が
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
た
い
。

敬
老
乗
車
証
は
民
営
バ
ス
か
市

バ
ス
・
地
下
鉄
か
ど
ち
ら
か
一

方
の
選
択
を
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。

市
バ
ス
も
地
下
鉄
も
走
っ
て
い
な
い
地

域
で
は
、
市
内
中
心
部
に
出
る
際
、
大

変
不
便
で
金
銭
的
な
負
担
も
か
さ
む
。

こ
の
際
、
敬
老
乗
車
証
を
民
間
鉄
道
や

民
営
バ
ス
に
も
乗
れ
る
全
線
共
通
の
乗

車
証
に
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

敬
老
乗
車
証
制
度
は
多
く
の

方
々
に
利
用
さ
れ
、
高
齢
者
の

社
会
参
加
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
高

齢
化
の
進
展
に
伴
い
対
象
者
は
年
々
増

加
し
、
15
年
度
は
48
億
円
も
の
経
費
を

要
す
る
。
民
営
バ
ス
や
民
間
鉄
道
と
の

全
線
共
通
化
に
つ
い
て
は
、
更
に
多
額
の

経
費
を
要
し
、
市
の
厳
し
い
財
政
状
況

の
下
で
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
今
後

の
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
存
続
を

前
提
に
引
き
続
き
検
討
を
続
け
る
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
質
疑

○
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
　
　
（
自
民
党
）

○
西
ノ
京
中
学
校
専
用
グ
ラ
ン
ド
の
設
置
　
　
　
　
（
共
産
党
）

○
小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
の
充
実
　
　
　
　
（
民
主
・
都
）

○
環
境
産
業
の
育
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
明
党
）

女
性
特
有
の
病
気
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
普
通
の
病
気
に
も
男

女
差
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
何
で

も
相
談
で
き
る
女
性
医
師
に
診
察
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
女
性
患
者
の
ニ
ー

ズ
に
こ
た
え
る
た
め
、
女
性
に
配
慮
し

た
医
療
・
診
療
体
制
が
必
要
だ
。
市
立
病

院
内
に
、
女
性
専
門
外
来
を
設
置
す
べ

き
と
考
え
る
。

市
立
病
院
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
配
慮
し
た
妊
産
婦
相
談
室

の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

放
射
線
に
よ
る
乳
房
撮
影
な
ど
に
は
、

希
望
に
よ
り
女
性
技
師
で
対
応
す
る
な

ど
、
今
後
も
引
き
続
き
、
女
性
が
抵
抗

感
な
く
診
察
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
。
本
格
的
に
女
性
ス
タ
ッ
フ

の
み
の
外
来
診
療
を
行
う
こ
と
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
、
設
備
の
改
善
、
採
算

性
の
問
題
な
ど
が
あ
る
が
、
実
施
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
。
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新
し
い
形
の

市
債
の
発
行

自民党

公
募
債
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を
対
象

に
、
今
年
秋
の
発
行
を
目
指
し
て
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
利
率
は

比
較
的
有
利
に
な
る
よ
う
努
め
る
ほ

か
、
愛
着
の
持
て
る
名
称
も
検
討
し
て

い
く
。

伏
見
区
民
の
悲
願
で
も
あ
る
区

役
所
総
合
庁
舎
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
府
と
の
協

議
に
お
い
て
、
4
年
前
に
市
長
と
当
時

の
知
事
と
の
ト
ッ
プ
会
談
で
合
意
さ
れ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
一
向
に
形
と

な
っ
て
見
え
て
こ
な
い
。
実
現
に
向
け

て
、
確
か
な
展
望
を
示
し
て
ほ
し
い
。

地
域
の
総
合
行
政
機
関
と
し

て
、
区
役
所
の
果
た
す
役
割
は

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
伏
見
区

役
所
に
つ
い
て
は
、
早
急
な
整
備
が
必

要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
府
用
地
の
取
得

方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
き

た
。
更
に
、
府
と
の
協
議
に
並
行
し
て
、

12
年
度
か
ら
庁
舎
建
設
に
向
け
た
基
礎

的
な
調
査
を
行
い
、
こ
の
度
、
整
備
基

本
計
画
策
定
の
予
算
案
を
提
案
し
た
。

区
の
活
性
化
の
拠
点
と
な
り
、
区
民
の

期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
庁
舎
建
設
に
向

け
て
、
今
後
と
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

米
国
な
ど
の
イ
ラ
ク
攻
撃
の
企

て
に
反
対
す
る
行
動
な
ど
が
世

界
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
国
際

社
会
の
大
多
数
が
求
め
る
査
察
の
継

続
・
強
化
に
よ
る
イ
ラ
ク
問
題
の
平
和
的

解
決
は
可
能
だ
。
市
は
国
連
の
査
察
を

無
視
し
て
武
力
行
使
を
ね
ら
う
米
国
に

反
対
す
る
こ
と
を
言
明
す
べ
き
だ
。
ま

た
、
有
事
立
法
は
国
民
の
生
命
・
財
産
を

危
う
く
し
、
そ
の
強
制
を
自
治
体
に
や

ら
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
反
対

す
べ
き
だ
。

平
和
を
都
市
の
理
念
と
す
る
京

都
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
平

和
的
な
解
決
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
有
事

3
法
案
」
に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
の

役
割
分
担
や
地
方
自
治
体
の
か
か
わ
り

の
あ
る
事
項
の
明
確
化
な
ど
、
国
会
に

お
い
て
更
に
十
分
な
審
議
が
尽
く
さ
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

（

）

敬
老
乗
車
証
制
度
の

改
善
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（

）

市
立
病
院
の

女
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専
門
外
来
の
設
置
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（

）

高
齢
者
の
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
の
設
置

公明党
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ナ
ス
要
素
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
投
じ

て
き
た
費
用
も
無
駄
に
な
る
。
映
画
祭

を
復
活
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

京
都
映
画
祭
は
、
日
本
映
画
発

祥
の
地
・
京
都
の
歴
史
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
新
た
な
映
画
文
化
の

創
造
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、
9
年

度
か
ら
隔
年
で
開
催
し
て
き
た
。
し
か

し
、
財
政
非
常
事
態
の
中
で
十
分
な
予

算
措
置
が
で
き
ず
、
や
む
な
く
1
年
間

延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
映
画
祭
は
、

国
際
文
化
観
光
都
市
と
し
て
の
京
都
の

魅
力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
で
も

あ
り
、
よ
り
一
層
内
容
を
充
実
し
、
16

年
度
は
必
ず
開
催
す
る
。

少
年
補
導
委
員
会
で
は
、
少
年

少
女
の
健
全
育
成
の
た
め
心
温

ま
る
事
業
を
計
画
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
の
下
、
各
地
域
で
真
し
な
努
力
を

展
開
さ
れ
て
い
る
。
手
薄
な
警
察
行
政

で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
る
の
で
、
市
に
も
直
接
的
な
窓
口
を

設
け
て
、
お
互
い
の
立
場
で
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
に
努
め
る
べ
き
だ
。

近
年
、
青
少
年
の
非
行
は
低
年

齢
化
、
粗
暴
化
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
地
域
全
体
で
青
少
年
を

見
守
り
、
育
て
る
意
識
を
高
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
だ
れ
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
向

け
、
地
域
団
体
や
事
業
者
、
警
察
な
ど

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
た
生
活
安
全

推
進
協
議
会
を
全
行
政
区
に
設
置
し

た
。
今
後
と
も
、
警
察
の
活
動
と
連
携

し
、
こ
の
協
議
会
を
中
心
に
、
地
域
の

安
全
、
安
心
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め

て
い
く
。教

育
の
大
切
さ
は
、
い
か
に
人

間
性
を
回
復
す
る
か
に
か
か
っ

て
い
る
。
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
の

田
中
耕
一
さ
ん
の
よ
う
な
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
温
か
い
人
間
性
を
持
っ
た
人
を
生

み
出
す
に
は
、
知
識
と
技
術
以
外
の
人

間
の
本
質
、
徳
性
が
必
要
だ
。
新
し
い

西
京
高
校
で
ど
の
よ
う
に
教
え
る
の
か
。

新
生
西
京
高
校
に
お
い
て
も
、

倫
理
観
・
道
徳
観
の
育
成
を
教

育
目
標
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に
位
置
付

け
て
い
る
。
学
術
顧
問
の
導
入
や
大

学
・
企
業
の
特
別
講
義
な
ど
、
実
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
通
し
て
社
会
性
や
倫

理
観
を
か
ん
養
す
る
。
ま
た
文
武
両
道

の
教
育
を
行
う
中
で
、
修
得
し
た
知
識

や
技
能
を
よ
り
輝
か
せ
る
人
間
性
を
は

ぐ
く
ん
で
い
く
。
更
に
は
中
高
一
貫
教

育
を
導
入
し
、
計
画
的
・
系
統
的
な
教

育
を
行
う
こ
と
で
、
未
来
社
会
を
創
造

す
る
有
為
な
人
材
を
育
成
し
て
い
く
。

（

）

子
ど
も
た
ち
の

非
行
防
止
と
健
全
育
成

自民党

（

）

新
生
西
京
高
校
で
の

道
徳
教
育
の
取
組

自民党

医
療
現
場
に
お
け
る
様
々
な
問

題
に
対
し
、
京
都
市
に
は
医
療

全
般
に
か
か
わ
る
専
門
的
な
相
談
窓
口

が
な
い
。
医
療
ミ
ス
・
事
故
の
問
題
は
も

ち
ろ
ん
、
市
民
か
ら
の
医
療
機
関
に
関

す
る
色
々
な
不
安
や
不
信
、
危
ぐ
な
ど

の
訴
え
を
受
け
止
め
、
適
切
に
対
処
す

る
専
門
的
な
機
関
と
体
制
整
備
が
必
要

だ
。
医
療
安
全
相
談
窓
口
を
設
置
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

安
全
で
質
の
高
い
医
療
を
求
め

る
市
民
の
ニ
ー
ズ
は
切
実
で
あ

り
、
医
療
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
な
ど

に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
し
、
安
全
と

信
頼
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
市
民
に
身
近

な
各
区
の
保
健
所
に
医
療
相
談
の
窓
口

を
設
け
、
こ
れ
を
統
括
す
る
医
療
安
全

相
談
体
制
を
本
庁
に
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
苦
情
の
あ
っ
た
医
療
機
関
に
対

す
る
指
導
な
ど
に
生
か
し
て
い
き
た

い
。

介
護
保
険
料
は
、
65
歳
以
上
の

市
民
に
と
っ
て
重
い
負
担
と
な

っ
て
い
る
。
今
回
の
値
上
げ
は
、
直
前

に
月
額
65
円
引
き
下
げ
て
の
提
案
と
な

っ
た
が
、
3
割
増
し
の
大
幅
な
も
の
で
、

到
底
容
認
で
き
な
い
。
市
は
高
齢
者
の

暮
ら
し
の
実
態
な
ど
を
踏
ま
え
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
れ
や
低
所
得
者
を
対

象
と
す
る
減
免
制
度
の
拡
充
を
行
い
、

大
幅
値
上
げ
を
中
止
す
べ
き
だ
。

（

）

伏
見
区
総
合
庁
舎
の

整
備

民主・都

（

）

イ
ラ
ク
問
題
と

有
事
立
法
へ
の
対
応

共産党

（

）

ポ
ン
ポ
ン
山
の
買
収

に
係
る
住
民
訴
訟

共産党

文
化
事
業
に
は
、
関
係
者
の
大

変
な
努
力
や
時
間
を
掛
け
て
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
今
回
の
京
都
映
画
祭
の
休
止

が
映
画
都
市
の
復
活
を
目
指
す
京
都
の

情
報
発
信
、
都
市
戦
略
に
大
き
な
マ
イ

（

）

医
療
安
全
相
談
窓
口
の

設
置

公明党

（

）

介
護
保
険
料
改
定
の

撤
回

共産党

市会が採択した請願

○被用者保険３割自己負担の
実施延期
○敬老乗車証の改善
○葬儀場建設の指導

2
月
6
日
に
大
阪
高
裁
は
、
田

邊
前
市
長
に
対
し
、
市
が
買
収

し
た
元
ゴ
ル
フ
場
建
設
予
定
地
価
格
と

評
価
額
と
の
差
額
分
の
26
億
12
百
万
円

の
返
還
を
命
じ
た
。
今
回
の
裁
判
で
は
、

行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
議
会
の
役
割

も
問
わ
れ
た
。
裁
判
の
参
加
人
で
あ
る

市
長
は
、
上
告
を
取
り
や
め
、
疑
惑
の

解
明
に
全
力
を
尽
く
す
べ
き
だ
。

こ
の
土
地
は
、
西
山
を
ゴ
ル
フ

場
計
画
か
ら
守
り
自
然
と
触
れ

合
う
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
す

る
た
め
、
市
の
開
発
不
許
可
行
為
に
対

し
、
開
発
業
者
か
ら
の
損
害
賠
償
を
求

め
る
調
停
に
関
し
て
、
簡
易
裁
判
所
が

職
権
で
行
っ
た
調
停
に
代
わ
る
決
定
に

基
づ
き
、
市
会
の
議
決
を
経
て
取
得
し

た
。
そ
の
手
続
は
適
法
か
つ
適
正
で
あ

っ
た
。
今
回
の
判
決
は
、
地
方
自
治
法

の
解
釈
な
ど
に
重
大
な
誤
り
が
あ
る
と

判
断
し
、
上
告
手
続
を
行
っ
た
。

洛
西
に
は
京
都
大
学
桂
キ
ャ
ン

パ
ス
が
4
月
に
開
校
し
、
将
来

は
京
都
の
発
展
と
活
力
の
発
信
基
地
と

な
る
。
地
域
住
民
も
一
日
千
秋
の
思
い

で
地
下
鉄
の
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
。

地
上
を
走
ら
せ
る
と
、
建
設
費
は
地
下

鉄
の
約
十
分
の
一
で
済
む
。
天
神
川
以

西
へ
の
延
伸
に
つ
い
て
は
早
期
に
洛
西

へ
向
か
う
工
法
の
検
討
を
行
う
べ
き
だ
。

地
下
鉄
の
洛
西
へ
の
延
伸
は
、

西
部
地
域
の
発
展
は
も
と
よ

り
、
京
都
大
学
桂
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
へ

の
足
の
確
保
の
た
め
に
、
是
非
と
も
必

要
で
あ
る
。
二
条
か
ら
天
神
川
ま
で
の

延
伸
事
業
に
つ
い
て
は
、
15
年
度
か
ら

建
設
費
に
道
路
特
定
財
源
が
充
当
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
建
設
財
源
の
確
保
が

担
保
で
き
た
。
天
神
川
以
西
へ
の
延
伸

に
つ
い
て
は
、
道
路
の
整
備
状
況
な
ど

を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
工
法
に

つ
い
て
も
、
今
後
、
十
分
検
討
し
て
い

く
。

鴨
川
に
は
高
野
川
を
合
わ
せ
て

70
も
の
橋
が
架
か
っ
て
い
る
が
、

桂
川
に
は
た
っ
た
の
9
つ
し
か
な
い
。

桂
川
に
は
、
当
面
、
7
つ
の
橋
を
架
け

る
計
画
が
あ
る
が
、
京
都
市
の
再
生
の

た
め
に
も
早
期
の
取
組
が
必
要
だ
と
思

う
。
決
意
を
聞
き
た
い
。

桂
川
へ
の
架
橋
は
、
西
部
地
域

の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な

都
市
基
盤
施
設
で
あ
る
。
現
在
、
15
年

度
中
の
完
成
を
目
指
し
久
我
橋
の
架
け

替
え
を
実
施
し
て
い
る
。
計
画
さ
れ
て

い
る
7
つ
の
橋
の
う
ち
、
第
二
久
世
橋

は
19
年
度
中
の
完
成
に
向
け
て
整
備
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
国
が
整
備
し
て
い

る
天
王
山
大
橋
の
ほ
か
、
久
世
梅
津
北

野
線
の
北
伸
に
伴
う
桂
川
橋
り
ょ
う
は

13
年
度
か
ら
取
組
に
着
手
し
て
い
る
。

残
る
橋
に
つ
い
て
も
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
あ
る
が
、
早
期
に
整
備
に
着

手
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

中
小
企
業
施
策
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、
ま
ず
、
き
め
細
か
い
対

応
の
で
き
る
相
談
体
制
で
あ
る
。
ま
た
、

今
年
1
月
か
ら
実
施
し
て
い
る「
あ
ん
し

ん
借
換
融
資
」は
年
1.5
％
の
有
利
な
固
定

金
利
で
、
効
果
的
な
資
金
繰
り
の
改
善

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
実
施
期

間
は
6
月
末
ま
で
だ
が
、
経
済
状
況
に

よ
っ
て
は
期
間
の
延
長
も
必
要
だ
。

あ
ん
し
ん
借
換
融
資
は
中
小
企

業
へ
の
新
し
い
支
援
策
と
し
て
、

府
市
協
調
に
よ
り
創
設
し
た
。
こ
の
制

度
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
金
融
機

関
に
対
し
、
積
極
的
か
つ
丁
寧
な
対
応

を
強
く
要
請
し
て
い
く
。
中
小
企
業
支

援
セ
ン
タ
ー
で
も
、
責
任
あ
る
相
談
に

一
層
努
め
、
金
融
機
関
な
ど
と
の
連
携

を
強
化
し
、
そ
の
円
滑
な
実
施
に
努
め

て
い
く
。
ま
た
、
実
施
期
間
の
延
長
に

つ
い
て
は
、
制
度
の
運
用
状
況
な
ど
を

見
極
め
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

（

）

地
下
鉄
東
西
線
の

洛
西
へ
の
延
伸

自民党

（

）

あ
ん
し
ん
借
換
融
資
と

相
談
体
制
の
充
実

自民党

（

）

桂
川
の
橋
り
ょ
う
整
備

民主・都

（

）

京
都
映
画
祭
の
復
活

民主・都

京都市立病院

※
ポ
ン
ポ
ン
山
訴
訟

西
京
区
大
原
野
石
作
町
の
ゴ
ル
フ
場
計
画
跡
地

を
、
平
成
4
年
に
市
が
開
発
業
者
か
ら
約
47
億

56
百
万
円
で
買
収
し
た
こ
と
の
是
非
を
巡
る
住

民
訴
訟

※

市立西京高等学校


